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宮
内
省
・
宮
内
府
・
宮
内
庁
の
組
織
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
四

宮
内
大
臣
官
房
の
官
制
・
事
務
分
掌
の
変
遷
と
文
書
管
理

宮　

間　

純　

一

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
宮
内
省
・
宮
内
府
・
宮
内
庁
に
か
つ
て
存
在
し
た
、
も
し
く
は
現
存
す
る
部

局
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
作
業
の
一
環
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
筆
者
が
発

表
し
た
「
宮
内
省
・
宮
内
府
・
宮
内
庁
の
組
織
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
一
～
三

（
１
）に

つ
づ

く
第
四
弾
に
あ
た
る
。
前
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
宮
内
庁
宮
内
公

文
書
館
が
所
蔵
す
る
膨
大
な
資
料
群
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

本
稿
で
は
、
と
く
に
拙
稿
「
宮
内
省
・
宮
内
府
・
宮
内
庁
の
組
織
に
関
す
る
基
礎
的
研

究
二
明
治
期
に
お
け
る
宮
内
省
庶
務
課
の
組
織
的
変
遷（

２
）」

を
受
け
て
、
大
臣
官
房
と
そ
れ

に
連
な
る
部
局
の
変
遷
を
追
う
。
前
稿
で
分
析
し
た
庶
務
課
は
、
太
政
官
制
下
の
宮
内
省

に
お
い
て
人
事
・
規
則
の
改
廃
・
行
幸
啓
・
恩
賜
な
ど
重
要
か
つ
広
範
な
事
務
を
所
掌
す

る
心
臓
部
局
で
あ
っ
た
。
こ
の
庶
務
課
は
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
出
さ
れ
た
宮

内
省
官
制
で
は
姿
を
消
し
、
内
事
課
に
そ
の
職
掌
の
大
部
分
が
引
き
継
が
れ
た
。
以
後
、

宮
内
省
の
業
務
量
が
増
加
し
、
機
構
が
整
備
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
い
く
つ
か
の
部
局
に
内

事
課
の
事
務
は
分
掌
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
の
部
局
は
、
明
治
四
十
年
に
交

付
さ
れ
た
官
制
で
宮
内
大
臣
官
房
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　

宮
内
省
の
沿
革
お
よ
び
公
文
書
類
の
性
格
を
理
解
す
る
上
で
、
こ
う
し
た
省
内
に
お
け

る
筆
頭
部
局
の
官
制
・
事
務
分
掌
の
変
遷
を
把
握
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
廃
省
に
い
た
る
ま
で
の
大
臣
官
房
の
歴
史
的
推
移
や

各
部
局
の
事
務
分
掌
を
体
系
的
に
明
ら
か
に
し
た
研
究
は
な
い

（
３
）。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
官
制
や
規
程
類
か
ら
大
臣
官
房
と
そ
の
前
身
と
な
る
部
局
の
変
遷

の
見
取
り
図
を
提
示
し
た
い
。
大
臣
官
房
の
各
部
局
の
詳
細
な
業
務
内
容
は
個
別
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
ま
ず
宮
内
省
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
大
き
な
流
れ
を
明

ら
か
に
す
る
。
加
え
て
、
宮
内
省
の
公
文
書
類
の
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
大
臣
官
房
文
書
課
に
お
け
る
文
書
管
理
の
あ
り
方
に
も
不
十
分
な
が
ら
言
及
し
た
い

（
４
）。

　

な
お
、
組
織
変
遷
の
大
ま
か
な
流
れ
は
、
本
文
の
末
に
表
を
掲
載
し
た
の
で
参
照
さ
れ

た
い
。



（ 39 ）

一　

大
臣
官
房
成
立
以
前

　

明
治
十
八
年
（
一
八
七
五
）
十
二
月
二
十
二
日
、
太
政
官
制
が
廃
止
さ
れ
、
内
閣
制
が

発
足
し
た

（
５
）。

こ
れ
を
受
け
て
、明
治
十
九
年
二
月
四
日
付
で
裁
可
さ
れ
た
宮
内
省
官
制（
二

月
五
日
公
布
、
明
治
十
九
年
宮
内
省
達
第
一
号（

６
））

を
も
っ
て
内
事
課
に
課
長
・
課
次
長
各

一
名
（
書
記
官
を
も
っ
て
あ
て
る
）
が
置
か
れ
、
内
事
課
長
は
「
省
内
庶
務
ヲ
掌
ル
」
と

さ
れ
た
。
課
長
に
は
櫻
井
能
監
、
課
次
長
に
は
田
邊
新
七
郎
と
、
庶
務
課
長
・
庶
務
副
長

で
あ
っ
た
両
名
が
そ
の
ま
ま
任
命
さ
れ
て
お
り
、
庶
務
課
と
の
連
続
性
が
う
か
が
え
る
。

　

内
事
課
は
、
庶
務
課
の
業
務
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
お
り
、
文
書
管
理
、
人
事
、

諸
規
則
の
改
廃
、
恩
賜
な
ど
に
関
す
る
事
務
を
掌
っ
た

（
７
）。

課
内
の
掛
に
つ
い
て
、
庶
務
課

時
代
の
常
務
・
職
務
・
雑
務
の
三
科
が
そ
の
ま
ま
存
続
し
た
の
か
ど
う
か
資
料
上
は
っ
き

り
し
た
こ
と
は
不
明
だ
が
、
明
治
二
十
二
年
に
官
報
報
告
掛
に
専
従
す
る
雇
員
が
新
規
に

置
か
れ
て
い
る
。
官
報
報
告
掛
は
、そ
れ
ま
で
内
事
・
外
事
両
課
よ
り
各
一
名
を
出
し
、「
本

務
之
片
手
間
」
に
取
り
扱
う
と
い
っ
た
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
が
、
事
務
量
が
増
え
、
業
務

の
遂
行
が
困
難
に
な
っ
た
た
め
内
事
課
に
専
門
の
職
員
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
掛
は
、『
官
報
』
に
記
載
さ
れ
る
事
項
の
取
り
ま
と
め
の
ほ
か
に
各
新
聞
の
「
検
閲
」、

諸
帳
簿
の
整
頓
な
ど
も
担
っ
た

（
８
）。

　

以
後
、
明
治
二
十
二
年
七
月
二
十
三
日
付
で
宮
内
省
官
制
が
全
面
改
定
さ
れ
る
ま
で
の

間
、
内
事
課
の
職
掌
や
事
務
分
掌
の
変
更
は
見
出
せ
な
い
。
同
官
制
第
二
七
条
で
は
、
宮

内
省
に
内
事
・
外
事
・
調
査
の
三
課
を
設
置
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た

（
９
）。

こ
の
官
制
改
革

に
よ
っ
て
、
従
来
内
事
課
が
掌
っ
て
い
た
事
務
の
一
部
は
調
査
課
に
移
る
こ
と
に
な
る
。

三
課
と
も
に
課
長
と
次
長
が
置
か
れ
、
内
事
課
長
は
「
内
事
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
掌
理
シ
、

課
員
ヲ
監
督
ス
」、
外
事
課
長
は
「
外
事
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
掌
理
シ
、
課
員
ヲ
監
督
ス
」、

調
査
課
長
は
「
帝
室
ニ
関
ス
ル
制
令
、
法
規
及
財
産
、
財
務
ニ
関
ス
ル
文
案
ヲ
起
草
、
審

査
シ
、
兼
テ
報
告
、
統
計
ノ
事
ヲ
掌
理
シ
、
課
員
ヲ
監
督
ス
」
と
そ
の
職
掌
が
定
め
ら
れ

た
。
お
も
に
、
皇
室
に
関
す
る
諸
制
度
・
規
則
の
整
備
、
統
計
の
作
成
な
ど
に
関
す
る
事

項
が
調
査
課
の
所
管
と
な
っ
た
。
ま
た
、
官
報
報
告
に
関
す
る
事
務
も
調
査
課
の
取
扱
と

さ
れ
て
い
る
。

　

つ
づ
い
て
、
各
課
の
分
課
規
程
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

内
事
課
に
は
、「
内
事
課
分
科
」（
明
治
二
十
二
年
十
二
月
二
十
日
宮
内
大
臣
決
裁
）
に

よ
っ
て
第
一
科
、
第
二
科
、
第
三
科
、
受
授
科
の
四
科
が
置
か
れ
た
。
第
一
科
は
令
達
、

往
復
、
記
録
お
よ
び
ほ
か
の
科
に
属
さ
な
い
事
柄
を
、
第
二
科
は
恩
賜
、
進
献
、
門
鑑
に

関
す
る
規
則
、
用
度
に
関
す
る
事
柄
を
、
第
三
科
は
職
員
の
進
退
、
内
記
に
関
す
る
事
柄

を
、
受
授
科
は
省
内
や
内
閣
、
枢
密
院
の
文
書
受
授
に
関
す
る
事
柄
を
掌
る
と
さ
れ
た
。

業
務
量
の
増
大
に
と
も
な
っ
て
、
分
担
を
明
確
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

調
査
課
で
も
、
内
事
課
よ
り
少
し
遅
れ
て
「
調
査
課
分
科
」（
明
治
二
十
三
年
一
月
十

三
日
宮
内
大
臣
決
裁
）
が
定
め
ら
れ
た
。
調
査
、
報
告
、
往
復
、
記
録
お
よ
び
用
度
な
ど

に
関
す
る
庶
務
を
掌
る
庶
務
科
と
、
統
計
に
関
す
る
事
柄
を
所
管
す
る
統
計
科
の
二
科
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
統
計
科
に
て
作
成
が
開
始
さ
れ
た
「
帝
室
統
計
書
」
は
、
皇
室
・
宮

内
省
に
関
す
る
種
々
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
明
治
二
十
年
代
か
ら
大
正
初

期
の
皇
室
・
宮
内
省
の
研
究
を
進
め
る
上
で
基
礎
的
か
つ
豊
富
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ

る
。

　

調
査
課
で
は
、
設
置
以
来
「
事
務
繁
劇
」
が
つ
づ
き
、
右
の
分
科
が
実
態
に
そ
ぐ
わ
な

く
な
っ
た
た
め
、
明
治
三
十
年
十
一
月
十
六
日
付
で
分
科
を
改
正
し
た
（
明
治
三
十
年
十

一
月
十
三
日
付
宮
内
大
臣
決
裁
）。
こ
の
時
に
は
、
庶
務
・
議
按
・
恩
給
・
統
計
の
四
つ

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）
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の
掛
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

庶
務
掛
は
、
①
課
の
主
管
に
属
す
る
令
達
、
往
復
、
記
録
に
関
す
る
事
、
②
官
報
報
告

に
関
す
る
事
、
③
用
度
に
関
す
る
事
、
④
新
聞
雑
誌
に
関
す
る
事
、
⑤
ほ
か
の
掛
に
属
さ

な
い
事
項
を
、
議
按
掛
は
、
①
制
令
、
法
規
お
よ
び
財
産
、
財
務
に
関
す
る
事
、
②
帝
室

経
済
会
議
の
文
書
に
関
す
る
事
を
、
恩
給
掛
は
、
恩
給
、
扶
助
料
、
退
官
賜
金
お
よ
び
退

職
、
死
亡
、
救
助
、
手
当
金
に
関
す
る
事
柄
を
、
統
計
掛
は
、
統
計
に
関
す
る
事
柄
を
掌

る
と
さ
れ
た
。
調
査
課
発
足
時
に
比
べ
て
、
よ
り
職
掌
分
化
が
細
か
く
な
っ
た
こ
と
が
み

て
と
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
十
九
年
官
制
で
は
庶
務
課
の
業
務
を
内
事
課
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま

継
承
し
た
が
、
明
治
二
十
二
年
に
改
定
さ
れ
た
官
制
に
お
い
て
は
、
内
事
課
の
所
管
事
項

で
あ
っ
た
事
務
の
一
部
を
含
む
業
務
を
調
査
課
が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

二　

大
臣
官
房
の
成
立
と
展
開

　

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
十
月
三
十
日
付
で
裁
可
さ
れ
た
宮
内
省
官
制
（
明
治
四
十

年
十
一
月
一
日
公
布
・
施
行
）
に
よ
っ
て
宮
内
省
内
部
の
部
局
は
変
貌
を
遂
げ
た
。

　

同
官
制
の
第
一
四
条
で
は
、
宮
内
省
に
大
臣
官
房
を
置
く
こ
と
と
し
、
そ
の
所
管
事
項

を
①
機
密
に
属
す
る
事
項
、
②
職
員
の
進
退
、
身
分
に
関
す
る
事
項
、
③
大
臣
の
官
印
お

よ
び
省
印
の
管
守
に
関
す
る
事
項
、
④
行
幸
啓
に
関
す
る
事
項
、
⑤
皇
族
に
関
す
る
事
項
、

⑥
救
恤
、
褒
賞
お
よ
び
贈
賜
に
関
す
る
事
項
、
⑦
進
献
に
関
す
る
事
項
、
⑧
法
規
そ
の
ほ

か
重
要
な
公
文
の
起
草
、
審
査
に
関
す
る
事
項
、
⑨
皇
族
会
議
に
関
す
る
事
項
、
⑩
帝
室

経
済
会
議
に
関
す
る
事
項
、
⑪
公
文
書
類
お
よ
び
成
案
文
書
の
接
受
、
発
送
に
関
す
る
事

項
、
⑫
統
計
報
告
の
調
製
に
関
す
る
事
項
、
⑬
恩
給
扶
助
料
な
ど
に
関
す
る
事
項
、
⑭
宮

（
15
）

内
大
臣
が
所
管
す
る
各
部
局
の
主
管
に
属
し
な
い
財
産
の
管
理
に
関
す
る
事
項
、
⑮
各
部

局
の
主
管
に
属
し
な
い
事
項
と
定
め
た
。
い
ず
れ
も
、
省
の
運
営
上
肝
要
な
事
柄
ば
か
り

で
あ
り
、
大
臣
官
房
の
性
格
が
明
確
に
示
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
大
臣
官
房
の
課
長
に

は
秘
書
官
ま
た
は
書
記
官
を
、
そ
れ
以
外
の
部
局
の
課
長
に
は
奏
任
官
も
し
く
は
判
任
官

を
も
っ
て
あ
て
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
大
臣
官
房
の
重
要
性
が
わ
か
る
。

　

官
制
第
六
〇
条
で
は
、
宮
内
大
臣
は
大
臣
官
房
お
よ
び
所
管
す
る
各
部
局
の
分
課
を
廃

置
し
、
そ
の
処
務
規
程
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
明
治

四
十
年
十
一
月
一
日
宮
内
省
令
第
九
号
を
も
っ
て
「
大
臣
官
房
分
課
規
程
」
が
制
定
さ
れ

た
（
明
治
四
十
一
年
一
月
一
日
施
行
）。
同
規
程
に
よ
っ
て
、
大
臣
官
房
に
は
総
務
課
、

調
査
課
、
秘
書
課
、
文
書
課
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
所
掌
す
る
内
容
は
左
の

通
り
で
あ
る
。

　

総
務
課
は
、
①
行
幸
啓
に
関
す
る
事
項
、
②
皇
族
に
関
す
る
事
項
、
③
救
恤
、
褒
賞
お

よ
び
贈
賜
に
関
す
る
事
項
、
④
進
献
に
関
す
る
事
項
、
⑤
各
部
局
の
主
管
に
属
し
な
い
財

産
の
管
理
に
関
す
る
事
項
、
⑥
ほ
か
の
課
に
属
し
な
い
事
項
を
所
管
し
た
。

　

調
査
課
は
、
①
法
規
そ
の
ほ
か
重
要
な
公
文
の
起
草
お
よ
び
審
査
に
関
す
る
事
項
、
②

皇
族
会
議
に
関
す
る
事
項
、
③
帝
室
経
済
会
議
に
関
す
る
事
項
、
④
恩
給
扶
助
料
な
ど
に

関
す
る
事
項
を
掌
っ
た
。

　

秘
書
課
は
、
①
機
密
に
属
す
る
事
項
、
②
職
員
の
進
退
、
身
分
に
関
す
る
事
項
、
③
大

臣
の
官
員
お
よ
び
省
印
の
管
守
に
関
す
る
事
項
を
所
掌
し
た
。

　

文
書
課
は
、
①
公
文
書
類
お
よ
び
成
案
文
書
の
接
受
、
発
送
に
関
す
る
事
項
、
②
文
書

の
翻
訳
に
関
す
る
事
項
、
③
統
計
報
告
の
調
製
に
関
す
る
事
項
、
④
大
臣
官
房
の
書
類
整

理
に
関
す
る
事
項
を
職
掌
と
し
た
。

　

か
つ
て
の
内
事
課
の
所
掌
事
務
を
含
む
業
務
が
四
つ
の
課
に
分
掌
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

（
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所
管
事
項
が
具
体
的
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
四
十
年
の
官
制
の
制
定
時
に
は
、
よ
り
省
内

業
務
の
整
理
・
分
業
化
が
進
ん
だ
と
い
え
よ
う
。

　

総
務
課
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
②
皇
族
に
関
す
る
事
項
は
、
明
治
四
十
三
年
八
月
二
十

九
日
に
削
除
さ
れ
（
明
治
四
十
三
年
宮
内
省
令
第
一
〇
号
）、
九
月
七
日
宗
秩
寮
の
管
す

る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
（
明
治
四
十
三
年
宮
内
省
訓
令
第
三
一
号
）。
ま
た
、
文
書
課

で
は
、
明
治
四
十
三
年
十
月
か
ら
宮
内
省
関
係
の
法
令
や
叙
任
・
辞
令
、
祭
典
、
恩
賜
な

ど
に
関
す
る
情
報
を
ま
と
め
た
『
宮
内
省
省
報
』
の
発
行
が
始
ま
り
、
戦
中
期
ま
で
つ
づ

い
た
。

　

つ
づ
い
て
、「
大
臣
官
房
分
課
規
程
」
に
変
更
が
あ
っ
た
の
は
、大
正
三
年
（
一
九
一
四
）

の
こ
と
で
あ
る
。
七
月
二
十
日
付
で
公
布
・
施
行
さ
れ
た
宮
内
省
訓
令
第
一
五
号
に
よ
っ

て
、
秘
書
課
が
削
除
さ
れ
、
総
務
課
に
①
職
員
の
進
退
・
身
分
に
関
す
る
事
項
、
②
大
臣

の
官
印
お
よ
び
省
印
に
関
す
る
事
項
が
追
加
さ
れ
た
。
秘
書
課
の
業
務
が
、
ほ
ぼ
総
務
課

に
統
合
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
以
来
、
大
臣
官
房
は
総
務
・
調
査
・
文
書
の
三
課
で

構
成
さ
れ
、
大
正
十
年
十
月
七
日
に
「
大
臣
官
房
分
課
規
程
」
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

変
化
が
な
か
っ
た
（
大
正
十
年
宮
内
省
令
第
一
四
号
）。

　

大
正
十
年
に
宮
内
省
官
制
が
全
面
改
正
さ
れ
る
と
、「
大
臣
官
房
分
課
規
程
」
は
廃
止

さ
れ
た
。
同
年
十
月
七
日
に
公
布
・
施
行
（
十
月
六
日
裁
可
）
さ
れ
た
宮
内
省
官
制
第
一

〇
条
で
は
、
大
臣
官
房
の
所
掌
事
項
は
、
①
職
員
の
進
退
、
身
分
に
関
す
る
事
項
、
②
大

臣
の
官
印
お
よ
び
省
印
の
管
守
に
関
す
る
事
項
、
③
行
幸
啓
に
関
す
る
事
項
、
④
褒
賞
お

よ
び
賜
与
に
関
す
る
事
項
、
⑤
救
済
に
関
す
る
事
項
、
⑥
進
献
に
関
す
る
事
項
、
⑦
恩
給
、

扶
助
な
ど
に
関
す
る
事
項
、
⑧
文
書
の
接
受
、
発
送
に
関
す
る
事
項
、
⑨
翻
訳
に
関
す
る

事
項
、
⑩
統
計
、
報
告
の
調
製
に
関
す
る
事
項
、
⑪
用
度
に
関
す
る
事
項
、
⑫
警
察
お
よ

び
消
防
に
関
す
る
事
項
、
⑬
ほ
か
の
部
局
の
主
管
に
属
さ
な
い
事
項
と
さ
れ
た
。
明
治
四

（
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十
年
の
官
制
と
重
な
る
部
分
も
多
い
が
、
い
く
つ
か
加
除
さ
れ
た
条
項
が
み
え
る
。

　

官
制
の
改
正
に
よ
り
、
分
課
規
程
も
新
た
に
制
定
さ
れ
た
。
大
正
十
年
十
月
七
日
に
定

め
ら
れ
た
「
宮
内
省
分
課
規
程
」（
宮
内
省
訓
令
第
八
号
）
の
第
一
章
「
大
臣
官
房
」
で
は
、

分
課
と
各
課
の
所
掌
事
項
が
詳
細
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
規
程
で
は
、
大
臣
官
房
に

皇
宮
警
察
部
の
ほ
か
、
秘
書
・
庶
務
・
文
書
・
用
度
の
四
課
を
置
く
と
さ
れ
た
。
皇
宮
警

察
部
以
外
の
四
課
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

秘
書
課
は
、
①
職
員
の
進
退
、
身
分
に
関
す
る
事
項
、
②
大
臣
の
官
印
お
よ
び
省
印
の

管
守
に
関
す
る
事
項
を
掌
っ
た
。

　

庶
務
課
は
、
①
行
幸
啓
に
関
す
る
事
項
、
②
褒
賞
お
よ
び
賜
与
に
関
す
る
事
項
、
③
救

済
に
関
す
る
事
項
、
④
進
献
に
関
す
る
事
項
、
⑤
ほ
か
の
課
に
属
さ
な
い
事
柄
を
所
管
し

た
。

　

文
書
課
は
、
①
文
書
の
接
受
、
発
送
に
関
す
る
事
項
、
②
恩
給
、
扶
助
料
な
ど
に
関
す

る
事
項
、
③
文
書
の
翻
訳
に
関
す
る
事
項
、
④
統
計
、
報
告
に
関
す
る
事
項
、
⑤
大
臣
官

房
の
書
類
整
理
に
関
す
る
事
項
を
所
掌
し
た
。

　

用
度
課
は
、
①
物
品
の
購
入
、
保
管
お
よ
び
出
納
に
関
す
る
事
項
、
②
人
夫
の
雇
傭
、

使
役
お
よ
び
監
督
に
関
す
る
事
項
、
③
電
気
、
瓦
斯
、
水
道
の
料
金
に
関
す
る
事
項
、
④

交
換
電
話
に
関
す
る
事
項
、
⑤
洒
掃
お
よ
び
点
灯
に
関
す
る
事
項
、
⑥
省
丁
お
よ
び
給
仕

の
取
締
に
関
す
る
事
項
、
⑦
不
要
物
品
の
処
分
に
関
す
る
事
項
を
掌
っ
た
。

　

明
治
四
十
年
官
制
の
時
か
ら
の
大
き
な
変
化
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
用
度
課
が
大
臣
官

房
に
加
わ
り
、
一
旦
廃
止
さ
れ
た
秘
書
課
が
再
び
設
け
ら
れ
、
旧
総
務
課
の
職
掌
の
主
な

部
分
を
庶
務
課
が
受
け
継
い
で
い
る
。
廃
止
さ
れ
た
調
査
課
が
掌
っ
て
い
た
、
法
令
そ
の

ほ
か
重
要
な
公
文
の
起
草
お
よ
び
審
査
に
関
す
る
事
項
は
、
新
設
さ
れ
た
参
事
官
の
所
掌

事
項
と
な
っ
た
。
参
事
官
は
、
専
任
三
名
（
う
ち
勅
任
二
名
・
奏
任
一
名
）
と
さ
れ
、
大

（
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臣
の
命
を
受
け
て
諸
般
の
調
査
お
よ
び
審
議
、
立
案
を
掌
り
、
と
く
に
大
臣
官
房
お
よ
び

各
部
局
の
事
務
を
補
助
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

大
臣
官
房
が
宮
内
省
に
設
置
さ
れ
て
か
ら
大
正
十
年
の
官
制
改
革
ま
で
を
み
る
と
、
分

課
や
事
務
内
容
が
一
定
し
て
お
ら
ず
、
い
く
つ
か
の
段
階
を
経
て
部
局
が
整
備
さ
れ
て
い

っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

三　

大
臣
官
房
に
お
け
る
文
書
管
理

　

宮
内
省
に
お
け
る
文
書
管
理
の
本
格
的
な
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
た
の
は
、
明
治
四
十
年

（
一
九
〇
七
）
に
宮
内
省
官
制
が
制
定
さ
れ
る
前
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
に
も
、

省
内
で
は
各
部
局
ご
と
に
公
文
書
類
の
編
纂
・
保
管
に
関
す
る
方
法
が
試
行
錯
誤
さ
れ
て

い
た
が
、
全
省
的
な
規
則
が
明
文
化
さ
れ
た
の
は
当
該
期
の
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
頃
か
ら
制
定
さ
れ
た
規
則
に
よ
っ
て
、
宮
内
省
で
は
い
わ
ゆ
る
半
現
用
文
書
や
非

現
用
文
書
の
管
理
に
つ
い
て
、
図
書
寮
を
中
心
と
し
た
集
中
管
理
体
制
が
成
立
し
た
。
そ

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
堀
口
修
『
宮
内
省
の
公
文
書
類
と
図
書
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』

に
詳
し
い
が
、
図
書
寮
へ
引
き
渡
す
前
の
各
部
局
に
お
け
る
文
書
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
不
分
明
な
点
が
多
い
。
宮
内
省
公
文
書
類
の
理
解
を
深
め
る
、
と
い
う
本
稿
の
趣
旨

か
ら
大
臣
官
房
に
お
け
る
文
書
の
編
纂
・
保
管
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

　

前
章
に
て
示
し
た
通
り
、
明
治
四
十
年
公
布
の
宮
内
省
官
制
以
降
、
大
臣
官
房
の
書
類

整
理
を
担
っ
た
の
は
文
書
課
で
あ
っ
た
。
文
書
課
で
は
、
官
制
が
施
行
さ
れ
た
直
後
、「
文

書
課
事
務
分
掌
規
程
」（
明
治
四
十
一
年
一
月
十
六
日
文
書
課
長
決
裁
）
が
策
定
さ
れ
、

課
内
に
庶
務
科
、
翻
訳
科
、
統
計
科
、
受
授
科
を
置
い
て
い
る
。
こ
の
う
ち
庶
務
科
は
、

①
公
文
書
類
の
浄
書
・
執
行
に
関
す
る
事
、
②
大
臣
官
房
の
書
類
整
理
に
関
す
る
事

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
③
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官
報
報
告
に
関
す
る
事
、
④
ほ
か
の
科
の
主
管
に
属
し
な
い
こ
と
を
所
掌
す
る
と
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
文
書
課
で
は
、「
大
臣
官
房
文
書
編
纂
規
則
」
が
作
成
さ
れ
（
明
治
四
十
一
年

二
月
五
日
宮
内
大
臣
決
裁
）、
大
臣
官
房
に
お
け
る
文
書
編
纂
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
。
各

課
に
お
け
る
簿
冊
名
と
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

総
務
課

　
　

 

①
皇
族
録
：「
皇
家
、
皇
族
ノ
御
身
分
及
廉
立
チ
タ
ル
御
動
作
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
文

書
」、
②
御
写
真
録
：「
御
写
真
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
文
書
」、
③
府
内
幸
啓
録
：「
行
幸
、

行
啓
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
文
書
」（
東
京
府
内
）、
④
府
外
幸
啓
録
：
東
京
府
外
の
行
幸

啓
に
関
す
る
一
切
の
文
書
、
⑤
儀
式
祭
典
録
：「
儀
式
及
祭
典
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
文

書
」、
⑥
宣
召
録
：「
宣
召
及
御
陪
食
、
饗
宴
、
賜
饌
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
文
書
」、
⑦

恩
賜
録
：「
救
恤
、
贈
与
、
賞
賜
、
手
当
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
文
書
」、
⑧
進
献
録
：「
進

献
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
文
書
」、
⑨
殿
邸
録
：「
殿
邸
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
文
書
」、
⑩
建

白
録
：「
建
議
書
類
」、
⑪
衛
生
録
：「
宮
中
衛
生
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
文
書
」、
⑫
雑
件

録
：「
各
部
門
ニ
関
係
ナ
キ
文
書
」、
⑬
省
中
往
復
録
・
諸
官
庁
往
復
録
・
同
庁
府
県

往
復
録
・
諸
向
往
復
録
：「
前
諸
項
ニ
該
ラ
サ
ル
往
復
文
書
」、
⑭
赤
十
字
録
：「
赤

十
字
社
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
文
書
」

　

調
査
課

　
　

 
①
省
令
録
：「
省
令
ノ
原
議
及
之
ニ
関
連
シ
タ
ル
文
書
」、
②
達
録
：「
省
達
ノ
原
議

及
之
ニ
関
連
シ
タ
ル
文
書
」、
③
訓
令
録
：「
訓
令
ノ
原
議
及
之
ニ
関
連
シ
タ
ル
文
書
」、

④
指
令
録
：「
指
令
ノ
原
議
」、
⑤
報
告
録
：「
各
部
局
ノ
報
告
書
」、
⑥
帝
室
経
済
会

議
録
：「
帝
室
経
済
会
議
ニ
関
ス
ル
文
書
」、
⑦
裁
可
録
：「
各
部
門
ニ
属
セ
サ
ル
御

（
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可
聞
ノ
原
書
」、
⑧
恩
給
録
：「
恩
給
、
年
金
ニ
関
ス
ル
文
書
」、
⑨
扶
助
料
録
：「
扶

助
料
、
年
金
ニ
関
ス
ル
文
書
」、
⑩
一
時
扶
助
料
録
：「
一
時
扶
助
金
ニ
関
ス
ル
文
書
」、

⑪
退
官
賜
金
録
：「
退
官
賜
金
ニ
関
ス
ル
文
書
」、
⑫
恩
給
例
外
賜
金
録
：「
恩
給
例

外
勤
仕
者
、
一
時
手
当
金
ニ
関
ス
ル
文
書
」、
⑬
女
官
恩
給
録
：「
女
官
恩
給
並
一
時

賜
金
及
死
亡
賜
金
ニ
関
ス
ル
文
書
」、
⑭
諸
給
与
往
復
録
：「
恩
給
及
扶
助
料
其
ノ
他

諸
給
与
ニ
関
ス
ル
往
復
書
類
」、
⑮
年
金
録
：「
恩
給
及
給
助
年
金
ノ
停
止
、
復
給
、

廃
止
ニ
関
ス
ル
書
類
」、
⑯
死
亡
賜
金
録
：「
在
官
、
在
職
者
死
亡
賜
金
ニ
関
ス
ル
文

書
」、
⑰
消
防
夫
給
与
録
：「
消
防
夫
退
職
及
死
亡
賜
金
ニ
関
ス
ル
文
書
」、
⑱
会
計

調
査
録
：「
予
算
決
算
ニ
関
ス
ル
文
書
及
審
査
ノ
情
況
申
報
書
等
」

　

秘
書
課

　
　

 

①
高
等
官
進
退
録
：「
省
中
高
等
官
及
准
勅
奏
任
待
遇
職
員
進
退
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ

文
書
」、
②
判
任
官
以
下
進
退
録
：「
省
中
判
任
官
及
准
判
任
待
遇
職
員
以
下
進
退
ニ

関
ス
ル
一
切
ノ
文
書
」、
③
叙
勲
録
：「
叙
勲
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
文
書
」、
④
例
規
録

：「
例
規
ニ
関
ス
ル
文
書
」、
⑤
雑
往
復
録
：「
各
部
門
ニ
属
セ
サ
ル
往
復
書
類
」

　

文
書
課

　
　

 

①
御
親
書
録
：「
御
親
書
、
御
親
電
ニ
関
ス
ル
文
書
」、
②
規
制
録
：「
規
制
ニ
関
ス

ル
文
書
」、
③
往
復
録
：「
往
復
書
類
」、
④
統
計
録
：「
統
計
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
文
書
」、

⑤
雑
録
：「
各
部
門
ニ
属
セ
サ
ル
雑
書
」

　

各
部
局
で
作
成
・
収
受
さ
れ
た
文
書
は
、
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
課
に
お
い
て
整
理
が
行
わ

れ
て
い
る
。
各
課
に
お
い
て
文
書
の
評
価
・
選
別
が
な
さ
れ
、
保
存
不
要
と
判
断
さ
れ
る

も
の
は
廃
棄
さ
れ
た
。
選
別
・
整
理
の
の
ち
、
簿
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
は
冊
首
に
目

録
が
付
さ
れ
、
交
付
簿
に
登
録
さ
れ
た
上
で
文
書
課
に
引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
文

書
の
交
付
を
受
け
た
文
書
課
で
は
、
文
書
件
名
を
種
別
に
分
類
し
、
内
容
検
索
の
た
め
の

索
引
を
作
成
し
た
。
宮
内
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
分
門
件
銘
簿
」
は
、
こ
う
し

た
作
業
の
過
程
に
お
い
て
文
書
課
で
作
成
さ
れ
た
目
録
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
臣
官
房
で
は
、
省
務
の
根
幹
を
な
す
文
書
が
日
々
作
成
さ
れ
て
お
り
、
官
房
に
お
け

る
文
書
管
理
は
宮
内
省
の
事
務
遂
行
上
必
須
の
課
題
で
あ
っ
た
。
明
治
四
十
一
年
時
点
の

デ
ー
タ
で
は
、
官
房
四
課
の
主
務
に
属
す
る
文
書
の
う
ち
、
勅
裁
に
係
る
も
の
が
合
計
六

六
八
件
、
大
臣
の
決
裁
に
係
る
も
の
が
二
〇
九
六
件
と
な
っ
て
い
る
。
宮
内
省
全
体
で
は
、

勅
裁
文
書
が
一
二
三
三
件
、
大
臣
決
裁
文
書
が
八
〇
二
九
件
な
の
で
、
前
者
の
約
半
数
、

後
者
の
約
四
分
の
一
を
大
臣
官
房
だ
け
で
占
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
翌
四
十
二
年
で
も

勅
裁
文
書
が
計
五
三
六
件
（
省
全
体
一
一
九
二
件
）、大
臣
決
裁
文
書
が
一
九
一
四
件
（
省

全
体
六
三
二
八
件
）
と
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
。
き
め
細
か
い
文
書
の
編
纂
規
則
が
定
め
ら

れ
た
の
は
、
重
要
か
つ
大
量
の
文
書
を
取
り
扱
う
官
房
な
ら
で
は
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。

　

一
方
で
、
公
文
書
類
の
図
書
寮
で
の
集
中
管
理
体
制
も
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
明
治

四
十
年
制
定
の
官
制
で
は
、
図
書
寮
の
所
掌
事
務
に
公
文
書
類
の
編
纂
・
保
管
が
明
記
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
明
治
四
十
一
年
四
月
二
十
九
日
に
定
め
ら
れ
た
分
課
規
程
（
五
月
一
日

施
行
、
明
治
四
十
一
年
宮
内
省
訓
令
第
三
号
）
に
て
図
書
寮
に
公
文
書
類
に
関
す
る
業
務

を
掌
る
記
録
課
が
置
か
れ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
各
部
局
が
保
管
し
て
い
る
公
文
書

類
は
原
則
と
し
て
す
べ
て
図
書
寮
へ
引
き
渡
す
よ
う
宮
内
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。
日

常
業
務
に
必
要
な
分
も
、
一
端
図
書
寮
へ
移
し
た
上
で
借
用
手
続
き
を
取
る
よ
う
文
書
課

に
も
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

以
後
、
明
治
四
十
一
年
五
月
二
十
六
日
に
定
め
ら
れ
た
「
公
文
書
類
整
理
保
管
概
則
」
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で
公
文
書
類
の
移
管
・
排
架
・
整
理
な
ど
を
規
定
し
た
ほ
か
、
明
治
四
十
四
年
三
月
二
十

八
日
に
「
公
文
書
類
件
名
規
則
」、同
年
十
二
月
二
十
七
日
に
「
公
文
書
類
編
纂
保
管
規
程
」

（
宮
内
省
訓
令
第
二
三
号
）、
明
治
四
十
五
年
四
月
一
日
に
「
公
文
書
類
編
纂
保
管
規
程
細

則
」、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
七
月
二
十
三
日
に
「
公
文
書
類
保
存
期
限
ノ
区
別
及
編

纂
簿
冊
名
」
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
制
定
さ
れ
、
省
内
に
お
け
る
公
文
書
類
の
編
纂
・
保
管
に
関

す
る
統
一
ル
ー
ル
が
確
立
し
た
。
宮
内
省
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
図
書
寮
を
中
心
と

し
た
公
文
書
類
の
集
中
管
理
シ
ス
テ
ム
は
継
続
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

新
た
に
策
定
さ
れ
た
一
連
の
規
則
に
従
っ
て
、
大
臣
官
房
で
は
前
述
の
「
大
臣
官
房
文

書
編
纂
規
則
」
を
見
直
し
、
大
正
二
年
七
月
に
「
大
臣
官
房
書
類
整
理
手
続
」
を
定
め
た

（
大
正
二
年
七
月
二
十
六
日
総
務
課
長
・
調
査
課
長
・
秘
書
課
長
・
文
書
課
長
決
裁
）。
こ

こ
で
は
、
大
臣
官
房
の
文
書
は
各
課
ご
と
に
選
別
・
整
理
し
、
交
付
簿
に
登
録
し
た
上
で

文
書
課
に
引
き
渡
す
と
さ
れ
た
。
交
付
を
受
け
た
文
書
課
で
は
、
簿
冊
の
体
を
な
す
も
の

は
分
類
・
編
纂
し
て
冒
頭
に
目
録
を
付
す
と
さ
れ
て
い
る
。
文
書
課
で
目
録
が
作
成
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
索
引
が
作
成
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
以
外
は
「
大
臣
官
房
文
書

編
纂
規
則
」
の
定
め
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
大
臣
官
房
に
お
い
て
は
、
各
課
で
選
別
・
整

理
さ
れ
た
文
書
が
文
書
課
で
編
纂
さ
れ
、
そ
の
の
ち
に
図
書
寮
へ
移
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。

　
「
大
臣
官
房
書
類
整
理
手
続
」
に
お
け
る
大
き
な
変
更
点
は
、「
公
文
書
類
保
存
期
限
ノ

区
別
及
編
纂
簿
冊
名
」
に
添
う
か
た
ち
で
保
存
す
べ
き
文
書
の
期
限
・
内
容
が
明
記
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
な
内
容
は
左
の
通
り
と
な
る
。「
大
臣
官
房
文
書
編
纂
規
則
」

と
重
な
る
部
分
も
多
い
が
、
参
考
に
簿
冊
名
も
併
記
し
て
お
く
。
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総
務
課

　
　

 

永
久
保
存
：
①
皇
族
に
関
す
る
書
類
、
②
儀
式
お
よ
び
祭
典
に
関
す
る
書
類
、
③
御

写
真
に
関
す
る
書
類
、
④
行
幸
啓
に
関
す
る
書
類
、
⑤
陪
食
・
饗
宴
・
賜
饌
そ
の
ほ

か
宣
召
に
関
す
る
書
類
、
⑥
救
恤
、
贈
与
、
賞
賜
お
よ
び
手
当
に
関
す
る
書
類
、
⑦

主
管
事
務
の
例
規
書
類
、
⑧
課
員
の
進
退
、
身
分
、
叙
位
、
賞
与
、
懲
戒
、
出
張
、

除
服
、
請
暇
、
恩
給
、
扶
助
料
、
手
当
金
な
ど
に
関
す
る
書
類
、
⑨
前
の
各
項
目
に

属
し
な
い
も
の
で
将
来
の
参
考
と
な
る
資
料

　
　

二
十
年
保
存
：
進
献
に
関
す
る
書
類

　
　

 

簿
冊
名
：
皇
親
録
、
儀
式
祭
典
録
、
御
写
真
録
、
幸
啓
録
、
宣
召
録
、
恩
賜
録
、
進

献
録
、
例
規
録
、
進
退
録
、
雑
件
録

　

調
査
課

　
　

 

永
久
保
存
：
①
調
査
課
に
お
い
て
扱
っ
た
上
奏
書
、
②
省
令
、
達
、
訓
令
、
指
令
の

原
議
お
よ
び
関
係
書
類
、
③
内
訓
、
内
達
、
訓
示
、
内
規
の
原
議
お
よ
び
関
係
書
類
、

④
帝
室
経
済
会
議
に
関
す
る
書
類
、
⑤
会
計
決
算
お
よ
び
会
計
審
査
の
情
況
、
成
績
、

申
報
に
関
す
る
書
類
、
⑥
会
計
に
関
す
る
規
定
の
解
釈
、
通
牒
、
報
告
な
ど
の
書
類
、

⑦
恩
給
、
年
金
お
よ
び
特
賜
に
よ
る
外
国
人
恩
給
に
関
す
る
書
類
、
⑧
退
官
賜
金
に

関
す
る
書
類
、
⑨
扶
助
料
、
年
金
、
一
時
扶
助
料
に
関
す
る
書
類
、
⑩
女
官
恩
給
年

金
、
一
時
賜
金
お
よ
び
死
亡
賜
金
に
関
す
る
書
類
、
⑪
皇
宮
警
手
退
職
給
助
年
金
、

退
職
給
助
金
、
祭
粢
料
な
ど
に
関
す
る
書
類
、
⑫
恩
給
例
外
勤
仕
者
一
時
手
当
金
に

関
す
る
書
類
、
⑬
消
防
夫
退
職
お
よ
び
死
亡
賜
金
に
関
す
る
書
類
、
⑭
在
官
、
在
職

者
死
亡
賜
金
に
関
す
る
書
類
、
⑮
在
官
・
在
職
者
死
傷
罹
疾
手
当
金
に
関
す
る
書
類
、

⑯
年
金
の
停
止
、
廃
止
お
よ
び
復
給
に
関
す
る
書
類
、
⑰
諸
給
与
に
関
す
る
規
定
の
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解
釈
、
通
牒
、
報
告
な
ど
の
書
類
、
⑱
会
計
お
よ
び
諸
給
与
に
関
し
な
い
規
定
の
解

釈
、
通
牒
、
報
告
な
ど
の
書
類
、
⑲
課
員
の
進
退
、
身
分
、
叙
位
、
賞
与
、
懲
戒
、

出
張
、
除
服
、
請
暇
な
ど
に
関
す
る
書
類

　
　

 

簿
冊
名
：
上
奏
録
、
省
令
録
、
達
録
、
告
示
録
、
訓
令
録
、
指
令
録
、
内
規
録
、
帝

室
経
済
会
議
録
、
会
計
調
査
録
、
会
計
雑
纂
、
恩
給
録
、
退
官
賜
金
録
、
扶
助
料
録
、

女
官
恩
給
録
、
皇
宮
警
手
給
助
録
、
恩
給
例
外
賜
金
録
、
消
防
夫
給
与
録
、
死
亡
賜

金
録
、
死
傷
罹
疾
者
給
助
録
、
年
金
停
止
廃
止
復
給
録
、
諸
給
与
雑
纂
、
原
議
雑
纂
、

進
退
録

　

秘
書
課

　
　

 

永
久
保
存
：
①
職
員
の
進
退
、
身
分
に
関
す
る
書
類
、
②
職
員
の
叙
勲
に
関
す
る
書

類
、
③
機
密
に
属
す
る
重
要
書
類
、
④
職
員
以
外
の
者
の
身
分
に
関
す
る
書
類
、
⑤

課
員
の
賞
与
、
恩
給
、
扶
助
料
、
手
当
金
、
出
張
、
除
服
、
請
暇
等
に
関
す
る
書
類
、

⑥
主
管
事
務
に
関
す
る
例
規
書
類

　
　

簿
冊
名
：
宮
内
職
員
進
退
録
、
宮
内
職
員
叙
勲
録
、
秘
書
録
、
例
規
録

　

文
書
課

　
　

 

永
久
保
存
：
①
統
計
に
関
す
る
書
類
、
②
官
報
報
告
に
関
す
る
書
類
、
③
主
管
事
務

に
関
す
る
例
規
書
類
、
④
課
員
の
進
退
、
身
分
、
叙
位
、
賞
与
、
懲
戒
、
出
張
、
除

服
、
請
暇
、
恩
給
、
扶
助
料
、
手
当
金
な
ど
に
関
す
る
書
類

　
　

簿
冊
名
：
統
計
録
、
官
報
報
告
録
、
例
規
録
、
進
退
録

　
　

こ
の
規
程
は
、
全
省
的
規
則
に
依
拠
し
つ
つ
も
大
臣
官
房
の
業
務
の
実
情
に
適
う
か

た
ち
で
よ
り
細
か
く
定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
と
い
え
る
。
大
臣
官
房
の
公
文
書
類
は
、
文
書

課
で
の
編
纂
を
経
て
図
書
寮
に
移
管
さ
れ
、
そ
の
後
、
さ
ら
に
図
書
寮
で
の
整
理
・
装
丁

が
な
さ
れ
て
現
在
に
伝
わ
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
臣
官
房
に
お
い
て
は
、
部
局
や
事
務
分
掌
の
改
廃
・
変
更
に
際
し
て
、
文
書
管
理
の

内
容
も
図
書
寮
と
協
議
し
な
が
ら
変
化
し
て
ゆ
く
が
、
以
後
も
宮
内
省
が
廃
止
さ
れ
る
ま

で
原
部
局
の
主
導
の
も
と
公
文
書
類
の
編
纂
・
管
理
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
。
宮
内
省
の
公
文
書
管
理
史
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
は
、
図
書
寮
に

お
け
る
保
管
体
制
ば
か
り
で
は
な
く
、
文
書
の
発
生
母
体
で
あ
る
原
課
に
お
け
る
文
書
管

理
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

四　

宮
内
省
廃
止
ま
で
の
変
遷

　

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
の
官
制
改
革
以
後
も
官
制
・
事
務
分
掌
に
は
何
度
か
変
化
が

み
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
大
正
十
一
年
十
二
月
七
日
付
で
「
宮
内
省
分
課
規
程
」
が
改
正
さ
れ
た
（
大
正

十
一
年
宮
内
省
訓
令
第
一
六
号
）。
こ
こ
で
は
、
秘
書
課
の
所
管
事
項
に
機
密
に
関
す
る

事
項
が
付
け
加
え
ら
れ
、
文
書
課
に
職
員
の
定
員
・
定
額
お
よ
び
会
計
法
規
に
基
づ
く
令

達
に
関
す
る
事
項
が
加
筆
さ
れ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
大
膳
寮
庶
務
課
の
項
目
か
ら
会

計
に
関
す
る
項
目
が
削
除
さ
れ
た
。

　

つ
づ
く
、
大
正
十
二
年
、
大
臣
官
房
の
所
掌
事
項
に
関
す
る
制
度
に
い
く
つ
か
変
化
が

あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
と
く
に
文
書
課
に
か
か
わ
る
規
則
と
し
て
十
一
月
十
四
日
に
「
宮
内
省
文
書
処

理
規
程
」
が
定
め
ら
れ
た
（
大
正
十
二
年
宮
内
省
訓
令
第
一
八
号
）。
こ
れ
は
、
公
文
書

（
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の
接
受
、
処
理
、
決
裁
、
執
行
に
つ
い
て
統
一
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
次

に
、
十
二
月
二
十
六
日
、
大
臣
官
房
に
弘

（
マ
マ
）報
事
務
係
が
置
か
れ
た
。
同
係
は
、
休
日
を
除

い
て
一
日
二
回
、
新
聞
記
事
の
材
料
と
な
る
情
報
を
発
表
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
従
来
、

大
臣
官
房
の
各
課
が
新
聞
各
社
の
求
め
に
応
じ
て
取
材
に
対
応
し
て
い
た
が
、
勤
務
時
間

の
浪
費
と
情
報
の
粗
漏
が
問
題
と
な
り
専
門
窓
口
の
設
置
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

　

大
正
十
四
年
に
は
、
各
部
局
長
の
専
行
事
項
な
ど
を
定
め
た
「
宮
内
省
委
任
規
程
」
が

制
定
さ
れ
た
（
大
正
十
四
年
三
月
六
日
宮
内
大
臣
決
裁
）。
こ
こ
で
は
、
全
部
局
長
に
認

め
ら
れ
た
専
行
事
項
の
ほ
か
に
、
と
く
に
秘
書
課
長
は
、
①
職
員
の
病
気
不
参
、
忌
引
、

旅
行
ま
た
は
請
暇
の
届
け
出
処
理
に
関
す
る
事
項
、
②
海
外
旅
行
券
の
請
求
お
よ
び
還
付

に
関
す
る
事
項
、
③
儀
式
・
祭
典
以
外
の
総
代
の
選
定
に
関
す
る
事
項
を
、
庶
務
課
長
は
、

①
恒
例
の
御
写
真
下
賜
に
関
す
る
事
項
、
②
進
献
に
関
す
る
事
項
、
③
弁
当
そ
の
ほ
か
の

飲
食
品
の
給
与
に
関
す
る
事
項
を
、
文
書
課
長
は
、
①
官
報
報
告
に
関
す
る
事
項
、
②
文

書
の
翻
訳
に
関
す
る
事
項
、
③
統
計
書
の
調
製
・
配
布
に
関
す
る
事
項
、
④
宮
内
省
省
報

の
編
集
・
発
刊
に
関
す
る
事
項
を
専
行
す
る
と
さ
れ
た
（
用
度
課
長
に
は
言
及
な
し
）。

　
「
宮
内
省
分
課
規
程
」
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
三
月
四
日
付
で
出
さ
れ
た
宮
内

省
訓
令
第
三
号
に
よ
っ
て
大
き
く
改
正
さ
れ
た
。
大
臣
官
房
に
置
か
れ
る
部
局
は
、
皇
宮

警
察
部
の
ほ
か
、
秘
書
・
総
務
・
大
膳
の
三
課
と
な
っ
た
。
文
書
課
が
廃
止
さ
れ
、
用
度

課
が
内
蔵
寮
用
度
課
と
な
り
、
大
膳
課
が
新
た
に
加
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
各
課
の
職
掌

は
左
の
通
り
で
あ
る
。

　

秘
書
課
は
、
①
機
密
に
関
す
る
事
項
、
②
職
員
の
進
退
、
身
分
に
関
す
る
事
項
、
③
職

員
の
分
属
、
定
員
お
よ
び
俸
給
定
額
に
関
す
る
事
項
、
④
大
臣
の
官
員
お
よ
び
省
印
の
管

守
に
関
す
る
事
項
、
⑤
文
書
の
接
受
・
発
送
に
関
す
る
事
項
、
⑥
恩
給
、
一
時
手
当
金
な

ど
に
関
す
る
事
項
、
⑦
統
計
お
よ
び
官
報
報
告
に
関
す
る
事
項
、
⑧
大
臣
官
房
の
書
類
整

（
46
）
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）
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理
に
関
す
る
事
項
を
掌
る
と
さ
れ
た
。

　

総
務
課
は
、
①
行
幸
啓
に
関
す
る
事
項
、
②
褒
賞
お
よ
び
賜
与
に
関
す
る
事
項
、
③
救

済
に
関
す
る
事
項
、
④
進
献
に
関
す
る
事
項
、
⑤
御
物
の
管
理
に
関
す
る
事
項
、
⑥
ほ
か

の
課
に
属
さ
な
い
事
柄
を
所
掌
し
た
。

　

大
膳
課
は
、
①
供
御
、
饗
宴
賜
与
お
よ
び
賜
饌
に
関
す
る
事
項
、
②
飲
食
用
器
具
の
保

管
に
関
す
る
事
項
、
③
予
備
品
の
保
管
、
出
納
に
関
す
る
事
項
を
所
管
し
た
。

　

文
書
課
が
担
っ
て
い
た
業
務
が
秘
書
課
に
吸
収
さ
れ
、
総
務
課
に
は
御
物
の
管
理
が
加

わ
っ
て
い
る
。
総
務
課
で
は
、
こ
の
改
正
に
よ
り
御
物
管
理
掛
が
置
か
れ
た
。

　

分
課
規
程
の
改
正
に
あ
わ
せ
て
、
同
日
、「
宮
内
省
委
任
規
程
」
も
改
正
さ
れ
た
（
大

正
十
四
年
宮
内
省
訓
令
第
四
号
）。
秘
書
課
長
の
専
行
事
項
に
①
官
報
報
告
に
関
す
る
事

項
、
②
統
計
書
の
調
製
・
配
布
に
関
す
る
事
項
、
③
宮
内
省
省
報
の
編
集
・
発
刊
に
関
す

る
事
項
が
加
わ
り
、
庶
務
課
長
が
総
務
課
長
に
修
正
さ
れ
た
。

　

以
後
の
改
正
を
宮
内
省
訓
令
か
ら
追
っ
て
い
く
。

　

昭
和
六
年
六
月
三
日
宮
内
省
訓
令
第
三
号
に
お
け
る
分
課
規
程
の
改
正
で
秘
書
課
の
職

掌
の
う
ち
職
員
の
進
退
、
身
分
に
関
す
る
事
項
が
、
職
員
の
進
退
、
身
分
お
よ
び
賜
与

0

0

に

関
す
る
事
項
と
修
正
さ
れ
た
。
次
に
、
昭
和
十
一
年
十
一
月
二
十
日
宮
内
省
訓
令
第
七
号

に
よ
っ
て
、
大
臣
官
房
か
ら
大
膳
課
が
は
ず
さ
れ
、
大
臣
官
房
の
部
局
は
秘
書
課
と
総
務

課
の
二
課
だ
け
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
大
膳
課
に
替
わ
っ
て
大
膳
寮
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
十
六
年
に
は
再
び
大
き
な
組
織
改
編
が
あ
っ
た
。
昭
和
十
六
年
四
月
一
日
に
公
布

・
施
行
（
三
月
三
十
一
日
裁
可
）
さ
れ
た
皇
室
令
第
三
号
に
よ
っ
て
宮
内
省
官
制
が
改
正

さ
れ
、
大
臣
官
房
の
所
掌
事
項
は
、
①
機
密
に
属
す
る
事
項
、
②
職
員
の
進
退
、
身
分
に

関
す
る
事
項
、
③
恩
給
に
関
す
る
事
項
、
④
大
臣
の
官
印
お
よ
び
省
印
の
管
守
に
関
す
る

事
項
、
⑤
文
書
の
接
受
、
発
送
に
関
す
る
事
項
、
⑥
統
計
お
よ
び
官
報
報
告
に
関
す
る
事

（
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）
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）
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項
、
⑦
庶
務
の
調
査
お
よ
び
審
議
・
立
案
に
関
す
る
事
項
、
⑧
各
部
局
の
事
務
の
連
絡
調

整
に
関
す
る
事
項
、
⑨
ほ
か
の
部
局
の
主
管
に
属
し
な
い
事
項
（
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る

総
務
局
が
掌
る
⑦
を
の
ぞ
く
）
と
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
大
臣
官
房
の
外
に
総
務
局
が
設
置
さ
れ
、
①
行
幸
啓
に
関
す
る
事
項
、
②
褒
賞

お
よ
び
賜
与
に
関
す
る
事
項
、
③
救
済
に
関
す
る
事
項
、
④
進
献
に
関
す
る
事
項
、
⑤
情

報
お
よ
び
写
真
に
関
す
る
事
項
、
⑥
御
物
の
管
理
に
関
す
る
事
項
、
⑦
勅
旨
、
承
宣
に
関

す
る
事
項
で
大
臣
官
房
お
よ
び
ほ
か
の
部
局
の
主
管
に
属
さ
な
い
事
項
を
所
管
す
る
と
さ

れ
た
。
旧
総
務
課
の
業
務
に
加
え
、
情
報
統
制
に
関
す
る
役
割
を
備
え
た
の
が
総
務
局
で

あ
る
。

　

同
日
付
で
出
さ
れ
た
宮
内
省
訓
令
第
三
号
に
よ
っ
て
「
宮
内
省
分
課
規
程
」
も
改
正
さ

れ
た
。
大
臣
官
房
に
は
、
庶
務
課
、
人
事
課
お
よ
び
審
議
室
を
置
く
と
さ
れ
、
次
の
よ
う

な
分
掌
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　

庶
務
課
は
、
①
機
密
に
属
す
る
事
項
、
②
大
臣
の
官
印
、
省
印
の
管
守
に
関
す
る
事
項
、

③
文
書
の
接
受
、
発
送
に
関
す
る
事
項
、
④
官
報
報
告
に
関
す
る
事
項
、
⑤
各
部
局
の
事

務
連
絡
、
調
整
に
関
す
る
事
項
、
⑥
職
員
の
厚
生
に
関
す
る
事
項
、
⑦
当
番
事
務
に
関
す

る
事
項
、
⑧
物
品
の
保
管
、
出
納
に
関
す
る
事
項
、
⑨
ほ
か
の
課
に
属
さ
な
い
事
項
を
掌

っ
た
。

　

人
事
課
は
、
①
職
員
の
進
退
、
身
分
に
関
す
る
事
項
、
②
職
員
の
分
属
、
定
員
お
よ
び

俸
給
定
額
に
関
す
る
事
項
、
③
職
員
に
対
す
る
賜
与
に
関
す
る
事
項
、
④
恩
給
、
一
時
手

当
金
に
関
す
る
事
項
を
所
掌
し
た
。

　

審
議
室
は
、
①
諸
般
の
調
査
に
関
す
る
事
項
、
②
審
議
立
案
に
関
す
る
事
項
、
③
統
計

に
関
す
る
事
項
を
所
管
し
た
。

　

総
務
局
内
の
分
課
も
定
め
ら
れ
、
庶
務
・
幸
啓
・
宣
旨
の
三
課
が
設
け
ら
れ
た
。

（
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庶
務
課
は
、
①
進
献
に
関
す
る
事
項
、
②
新
聞
、
通
信
、
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
な
ど
に
よ
る

報
道
、
啓
発
そ
の
ほ
か
の
情
報
に
関
す
る
事
項
、
③
写
真
に
関
す
る
事
項
、
④
御
物
の
管

理
に
関
す
る
事
項
、
⑤
庁
用
物
品
の
保
管
、
出
納
に
関
す
る
事
項
、
⑥
官
印
の
管
守
に
関

す
る
事
項
、
⑦
ほ
か
の
課
に
属
さ
な
い
事
項
を
所
掌
し
た
。

　

幸
啓
課
は
、
行
幸
啓
に
関
す
る
事
務
を
掌
っ
た
。

　

宣
旨
課
は
、
①
差
遣
に
関
す
る
事
項
、
②
褒
賞
お
よ
び
賜
与
に
関
す
る
事
項
、
③
済
生
、

恵
恤
に
関
す
る
事
項
、
④
学
芸
、
教
化
、
社
会
事
業
そ
の
ほ
か
の
奨
励
に
関
す
る
事
項
、

⑤
陪
食
、
賜
饌
に
関
す
る
事
項
、
⑥
社
寺
に
関
す
る
事
項
を
管
し
た
。

　

こ
の
官
制
・
分
課
の
改
正
は
、
戦
時
下
に
お
け
る
組
織
整
備
を
示
す
も
の
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
本
稿
で
、
深
入
り
す
る
用
意
は
な
い
が
、
組
織
改
編
と
併
行
し
て
警
衛
局
が
新
設

さ
れ
、
防
空
の
た
め
の
対
策
が
と
ら
れ
た
り
、
新
た
な
規
則
が
策
定
さ
れ
た
り
と
宮
内
省

で
も
戦
時
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
体
制
は
、
敗
戦
後
改
め
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
年
十
月
五
日
宮
内
省
訓
令
第
二
五
号

で
は
大
臣
官
房
に
、
文
書
課
、
総
務
課
、
調
査
課
、
人
事
課
が
置
か
れ
、
総
務
局
は
廃
止

と
な
る
。

　

文
書
課
は
旧
庶
務
課
、
調
査
課
は
旧
審
議
室
の
所
管
事
項
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
、
人

事
課
は
職
掌
に
変
化
が
な
い
。
総
務
課
は
、
旧
総
務
局
の
業
務
を
お
お
む
ね
継
承
し
、
①

行
幸
啓
に
関
す
る
事
項
、
②
差
遣
に
関
す
る
事
項
、
③
褒
賞
お
よ
び
賜
与
に
関
す
る
事
項
、

④
陪
食
お
よ
び
賜
饌
に
関
す
る
事
項
、
⑤
報
道
お
よ
び
情
報
に
関
す
る
事
項
、
⑥
救
済
に

関
す
る
事
項
、
⑦
御
物
の
管
理
に
関
す
る
事
項
、
⑧
勅
旨
、
承
宣
に
関
す
る
事
項
を
掌
っ

た
。
こ
の
う
ち
、
昭
和
二
十
年
十
一
月
二
十
四
日
宮
内
省
訓
令
三
一
号
に
て
③
が
褒
賞
、

賜
与
、
奨
励
お
よ
び
済
生
、
恵
恤

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
関
す
る
事
項
と
改
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
⑥
が
削
除
さ

れ
、
進
献
に
関
す
る
事
項
が
追
加
さ
れ
た
。
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こ
の
体
制
は
、
長
つ
づ
き
せ
ず
、
翌
年
四
月
一
日
に
は
新
し
い
体
制
が
発
足
し
た
（
昭

和
二
十
一
年
宮
内
省
訓
令
第
六
号
）。
大
臣
官
房
は
、
文
書
・
人
事
・
総
務
・
大
膳
の
四

課
と
さ
れ
た
。

　

文
書
課
は
、
①
大
臣
の
官
印
お
よ
び
省
印
の
管
守
に
関
す
る
事
項
、
②
文
書
の
接
受
、

発
送
に
関
す
る
事
項
、
③
官
報
報
告
に
関
す
る
事
項
、
④
庶
務
の
調
査
に
関
す
る
事
項
、

⑤
審
議
立
案
に
関
す
る
事
項
、
⑥
統
計
に
関
す
る
事
項
、
⑦
各
部
局
の
事
務
の
連
絡
調
整

に
関
す
る
事
項
、
⑧
当
番
事
務
に
関
す
る
事
項
、
⑨
物
品
の
保
管
、
出
納
に
関
す
る
事
項
、

⑩
ほ
か
の
課
に
属
さ
な
い
事
項
を
所
掌
し
た
。

　

人
事
課
は
、
①
職
員
の
進
退
、
身
分
に
関
す
る
事
項
、
②
職
員
の
分
属
、
定
員
お
よ
び

俸
給
定
額
に
関
す
る
事
項
、
③
職
員
に
対
す
る
賜
与
に
関
す
る
事
項
、
④
恩
給
、
一
時
手

当
金
に
関
す
る
事
項
、
⑤
職
員
の
厚
生
に
関
す
る
事
項
、
⑥
機
密
に
属
す
る
事
項
を
掌
っ

た
。

　

総
務
課
に
は
変
化
な
く
、
大
膳
課
は
、
①
供
御
、
供
膳
、
饗
宴
お
よ
び
賜
饌
に
関
す
る

事
項
、
②
予
備
品
の
保
管
、
出
納
に
関
す
る
事
項
、
③
飲
食
用
器
具
の
保
管
に
関
す
る
事

項
を
所
管
し
た
。

　

こ
う
し
た
組
織
改
革
は
、
宮
内
省
の
組
織
の
縮
小
化
を
図
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
年

末
に
は
、
分
課
規
程
に
微
修
正
が
あ
り
、
文
書
課
に
門
鑑
お
よ
び
通
行
証
に
関
す
る
事
項

が
加
え
ら
れ
て
い
る
（
昭
和
十
一
年
宮
内
省
訓
令
一
六
号
）。

　

以
後
、
官
制
・
分
課
規
程
に
変
化
は
み
ら
れ
ず
、
昭
和
二
十
二
年
五
月
二
日
に
皇
室
令

お
よ
び
附
属
法
令
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
で
宮
内
省
官
制
も
廃
さ
れ
た
（
昭
和
二
十
二
年
皇

室
令
第
一
二
号
）。
こ
こ
に
宮
内
省
は
終
焉
を
迎
え
た
が
、
実
質
的
に
宮
内
府
、
宮
内
庁

へ
と
そ
の
業
務
は
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
57
）

（
58
）

（
59
）

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
明
治
十
九
年（
一
八
八
六
）の
宮
内
省
官
制
の
制
定
か
ら
筆
を
起
こ
し
、
宮

内
省
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
大
臣
官
房
と
そ
れ
に
連
な
る
部
局
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
き
た
。

　

前
稿
で
分
析
し
た
太
政
官
制
下
の
庶
務
課
は
、
宮
内
省
の
心
臓
部
局
で
あ
り
、
一
つ
の

部
局
で
実
に
多
く
の
重
要
な
業
務
を
処
理
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
宮
内
省
が
ま
だ

小
さ
な
組
織
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
省
務
が
増
大
化
し
、
組
織
と

し
て
規
模
を
拡
大
し
た
こ
と
を
受
け
、
い
く
つ
か
の
部
局
に
事
務
が
分
か
れ
て
ゆ
く
こ
と

に
な
る
。
明
治
四
十
年
に
制
定
さ
れ
た
宮
内
省
官
制
と
そ
れ
に
基
づ
く
分
課
規
程
で
は
、

大
臣
官
房
に
置
か
れ
た
各
課
が
そ
れ
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

以
後
も
、
大
臣
官
房
の
部
局
が
、
行
幸
啓
、
人
事
、
報
道
対
応
、
恩
賜
、
進
献
、
統
計

な
ど
と
い
っ
た
宮
内
省
の
事
務
の
根
幹
を
な
す
事
項
を
所
掌
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
過

程
で
は
、
多
く
の
重
要
な
事
務
書
類
が
作
成
さ
れ
、
文
書
課
を
中
心
と
し
た
文
書
の
整
理

が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
公
文
書
類
は
、
そ
の
後
図
書
寮
に
引
き
継
が
れ
て
再
整
理
が
行

わ
れ
、
現
在
に
宮
内
省
の
業
務
を
伝
え
る
基
本
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
大
臣
官
房
に
お
け
る
事
務
分
掌
の
あ
り
方
は
、
宮
内
省
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で

つ
い
に
一
定
せ
ず
、
改
廃
を
繰
り
返
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
戦
時
期
へ
の
突
入
、
敗
戦

の
混
乱
に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
組
織
改
革
が
断
行
さ
れ
、
結
局
廃
省
ま
で
確
固
た
る
体
制
は

築
か
れ
な
か
っ
た
。

　

以
上
が
、
本
稿
の
ま
と
め
で
あ
る
。
本
稿
は
、
官
制
・
訓
令
類
を
主
な
材
料
と
し
た
分

析
で
あ
り
、
各
部
局
の
沿
革
を
深
く
掘
り
下
げ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
宮
内
大
臣
官
房
の

部
局
変
遷
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
は
描
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。　
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註

　

※　
 

本
稿
中
で
利
用
し
た
資
料
は
、
と
く
に
断
わ
ら
な
い
限
り
宮
内
公
文
書
館
の
所
蔵
文
書
で

あ
る
。
簿
冊
の
直
前
に
示
し
た
部
局
名
は
「
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
」

に
登
載
さ
れ
て
い
る
目
録
の
分
類
１
の
項
目
と
一
致
す
る
。

　
（
１
）　

拙
稿
「
宮
内
省
・
宮
内
府
・
宮
内
庁
の
組
織
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
一　

図
書
寮
・
書

陵
部
に
お
け
る
官
制
・
事
務
分
掌
の
歴
史
的
変
遷
」（『
書
陵
部
紀
要
』
六
四
、
二
〇
一
三
年
）、

同
「
宮
内
省
・
宮
内
府
・
宮
内
庁
の
組
織
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
二　

明
治
期
に
お
け
る
宮

内
省
庶
務
課
の
組
織
的
変
遷
」（『
書
陵
部
紀
要
』
六
五
、
二
〇
一
四
年
）、
同
「
宮
内
省
・
宮

内
府
・
宮
内
庁
の
組
織
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
三　

御
歌
所
の
官
制
と
職
掌
」（
宮
内
公
文
書

館
・
明
治
神
宮
編
『
宮
中
の
和
歌
―
明
治
天
皇
の
時
代
―
』
明
治
神
宮
、
二
〇
一
四
年
）。

　
（
２
）　

前
掲
註
（
１
）「
宮
内
省
・
宮
内
府
・
宮
内
庁
の
組
織
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
二　

明
治

期
に
お
け
る
宮
内
省
庶
務
課
の
組
織
的
変
遷
」。

　
（
３
）　

宮
内
大
臣
官
房
の
変
遷
を
体
系
的
に
明
ら
か
に
し
た
論
考
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
本
稿

の
対
象
と
す
る
時
期
の
前
後
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
、
前
掲
註
（
１
）「
宮
内
省
・
宮
内
府
・

宮
内
庁
の
組
織
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
二　

明
治
期
に
お
け
る
宮
内
省
庶
務
課
の
組
織
的
変

遷
」
の
ほ
か
に
、堀
口
修
「
近
代
の
宮
内
省
官
制
に
つ
い
て
―
太
政
官
制
下
を
中
心
と
し
て
―
」

（
三
上
昭
美
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
近
代
日
本
の
政
治
と
社
会
』
岩
田
書
院
、
二

〇
〇
一
年
）、 

瀬
畑
源
「「
宮
中
・
府
中
の
別
」
の
解
体
過
程
―
宮
内
省
か
ら
宮
内
府
、
宮
内

庁
へ
―
」（『
一
橋
社
会
科
学
』
五
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
（
４
）　

皇
宮
警
察
部
も
大
臣
官
房
に
置
か
れ
て
い
る
時
期
が
あ
る
が
、
独
自
の
変
遷
を
た
ど
っ

て
い
る
た
め
本
稿
の
分
析
対
象
か
ら
は
は
ず
し
た
。

　
（
５
）　
『
法
令
全
書
』
明
治
十
八
年
、
太
政
官
達
第
六
九
号
。

　
（
６
）　
『
官
報
』
明
治
十
九
年
二
月
五
日
。
な
お
、
公
文
式
・
公
式
令
の
定
め
に
基
づ
い
て
、『
官

報
』
に
掲
載
さ
れ
た
法
令
は
、『
官
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
日
を
公
布
日
と
し
て
表
記
し
た
。

　
（
７
）　

宮
内
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」・「
重
要
雑
録
」・「
日
録
」

な
ど
か
ら
内
事
課
の
詳
細
な
事
務
内
容
が
わ
か
る
。

　
（
８
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
例
規
録
」
二
、
明
治
二
十
二
年
、
第
五
五
号
文
書
（
識
別
番
号
三

八
〇
―
二
）。

　
（
９
）　
『
官
報
』
明
治
二
十
二
年
七
月
二
十
三
日
、
宮
内
省
達
第
一
〇
号
。

　
（
10
）　

調
査
課
「
重
要
雑
録
」
明
治
二
十
二
～
二
十
四
年
、
第
一
号
文
書
（
識
別
番
号
二
一
八

一
三
）。
な
お
、
外
事
課
は
、
お
も
に
皇
室
の
外
交
な
ど
に
関
す
る
事
務
を
担
当
し
た
部
局
で
、

の
ち
の
式
部
職
に
連
な
る
系
統
に
属
す
る
た
め
本
稿
の
分
析
対
象
と
は
し
な
か
っ
た
。

　
（
11
）　

調
査
課
「
省
達
録
」
明
治
二
十
二
年
、
第
一
六
号
文
書
（
識
別
番
号
一
一
四
三
）。

　
（
12
）　

調
査
課
「
省
達
録
」
明
治
二
十
三
年
、
第
一
五
号
文
書
（
識
別
番
号
一
一
四
四
）。

　
（
13
）　

大
臣
官
房
文
書
課
「
帝
室
統
計
書
」
一
、
明
治
二
十
年
（
識
別
番
号
七
二
六
―
一
）
ほ
か
。

宮
内
公
文
書
館
に
は
、
明
治
二
十
年
か
ら
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
ま
で
の
分
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、明
治
三
十
二
年
か
ら
大
正
五
年
ま
で
は
、『
帝
室
統
計
書
』一
～
九（
柏

書
房
、
一
九
九
三
年
）
に
て
復
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
（
14
）　

調
査
課
「
省
達
録
」
明
治
三
十
年
、
第
二
七
号
文
書
（
識
別
番
号
一
一
四
八
）。

　
（
15
）　
『
官
報
』
明
治
四
十
年
十
一
月
一
日
、
皇
室
令
第
三
号
。

　
（
16
）　

秘
書
官
は
、
専
任
二
名
。
奏
任
。
大
臣
に
専
属
し
て
職
員
の
進
退
・
身
分
、
大
臣
の
官

印
・
省
印
に
関
す
る
事
務
を
分
掌
す
る
（
第
一
七
条
）。
書
記
官
は
、
専
任
四
名
。
奏
任
。
行

幸
啓
な
ど
の
事
務
を
分
掌
す
る
（
第
一
八
条
）。

　
（
17
）　

調
査
課
「
省
令
録
」
明
治
四
十
～
四
十
一
年
、
第
九
号
文
書
（
識
別
番
号
一
一
二
九
）。

　
（
18
）　

調
査
課
「
省
令
録
」
明
治
四
十
二
～
四
十
四
年
、
明
治
四
十
三
年
第
一
〇
号
文
書
（
識

別
番
号
一
一
三
〇
）。

　
（
19
）　

調
査
課
「
訓
令
録
」
明
治
四
十
三
年
、
第
二
八
号
文
書
（
識
別
番
号
一
一
七
七
）。『
宮

内
省
省
報
』
は
、
宮
内
公
文
書
館
な
ど
に
原
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
ゆ
ま
に
書
房
か

ら
一
九
九
八
年
に
八
分
冊
で
復
刻
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
復
刻
版
は
昭
和
十
八
年
（
一
九

四
三
）
年
分
を
欠
く
。

　
（
20
）　

大
臣
官
房
文
書
課
「
例
規
録
」
明
治
四
十
二
～
四
十
四
年
（
識
別
番
号
六
九
二
）。

　
（
21
）　

調
査
課
「
訓
令
録
」
大
正
三
年
、
第
一
四
号
文
書
（
識
別
番
号
一
一
三
二
）。

　
（
22
）　

調
査
課
「
省
令
録
」
大
正
十
年
、
第
一
四
号
文
書
（
識
別
番
号
一
一
三
六
）。
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（
23
）　
『
官
報
』
大
正
十
年
十
月
七
日
、
皇
室
令
第
七
号
。

　
（
24
）　

調
査
課
「
訓
令
録
」
大
正
十
～
十
一
年
、大
正
十
年
第
九
号
文
書
（
識
別
番
号
一
一
八
七
）。

　
（
25
）　

拙
稿
「
宮
内
省
に
お
け
る
公
文
書
管
理
史
の
研
究
―
太
政
官
制
期
の
「
往
復
文
書
」
を

中
心
に
―
」（
国
立
公
文
書
館
編
『
平
成
二
十
四
年
度
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
修
Ⅲ
修
了
研
究
論
文

集
』
国
立
公
文
書
館
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

　
（
26
）　

堀
口
修
『
宮
内
省
の
公
文
書
類
と
図
書
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』（
創
泉
堂
出
版
、
二
〇

一
一
年
）。

　
（
27
）　

大
臣
官
房
文
書
課
「
例
規
録
」
明
治
四
十
～
四
十
一
年
、
明
治
四
十
一
年
第
一
一
号
文

書
（
識
別
番
号
六
九
一
）。

　
（
28
）　

大
臣
官
房
文
書
課
「
例
規
録
」
明
治
四
十
～
四
十
一
年
、
明
治
四
十
一
年
第
二
二
号
文
書
。

　
（
29
）　

大
臣
官
房
文
書
課
「
明
治
四
十
一
年　

分
門
件
銘
簿　

秘
書
課
門
」（
識
別
番
号
六
五
〇

五
一
）
ほ
か
。「
分
門
件
銘
簿
」
に
は
、
内
事
課
の
目
録
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
（
30
）　

大
臣
官
房
文
書
課
「
帝
室
統
計
書
」
一
、
明
治
四
十
一
年
（
識
別
番
号
七
四
六
―
一
）。

　
（
31
）　

大
臣
官
房
文
書
課
「
帝
室
統
計
書
」
一
、
明
治
四
十
二
年
（
識
別
番
号
七
四
七
―
一
）。

　
（
32
）　
『
官
報
』
明
治
四
十
年
十
一
月
一
日
、
皇
室
令
第
三
号
。

　
（
33
）　

調
査
課
「
訓
令
録
」
明
治
四
十
一
年
、
第
一
一
号
文
書
（
識
別
番
号
一
一
七
五
）。

　
（
34
）　

大
臣
官
房
文
書
課
「
例
規
録
」
明
治
四
十
～
四
十
一
年
、
明
治
四
十
一
年
第
二
八
号
文
書
。

　
（
35
）　

大
臣
官
房
文
書
課
「
例
規
録
」
明
治
四
十
～
四
十
一
年
、
明
治
四
十
一
年
第
二
九
文
書
。

　
（
36
）　

図
書
寮
「
例
規
録
」
明
治
四
十
一
～
四
十
四
年
、
明
治
四
十
一
年
第
九
号
文
書
（
識
別

番
号
二
六
八
七
）。

　
（
37
）　

図
書
寮
「
例
規
録
」
明
治
四
十
一
～
四
十
四
年
、
明
治
四
十
四
年
第
二
号
文
書
。
大
正

六
年
十
二
月
二
十
七
日
宮
内
省
訓
令
第
二
八
号
に
て
改
正
。

　
（
38
）　

図
書
寮
「
例
規
録
」
明
治
四
十
一
～
四
十
四
年
、
明
治
四
十
四
年
第
九
号
文
書
。
大
正

三
年
八
月
二
十
九
日
、
大
正
七
年
一
月
一
日
改
正
。

　
（
39
）　

図
書
寮
「
例
規
録
」
明
治
四
十
五
～
大
正
元
年
、
明
治
四
十
五
年
第
五
号
文
書
（
識
別

番
号
二
六
八
八
）。

　
（
40
）　
「
公
文
書
類
編
纂
保
管
ニ
関
ス
ル
規
程
」（
識
別
番
号
三
一
八
一
二
）、
大
正
七
年
十
二
月

二
十
五
日
改
正
。
こ
れ
ら
の
規
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
26
）『
宮
内
省
の
公
文
書

類
と
図
書
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
参
照
。

　
（
41
）　

大
臣
官
房
文
書
課
「
例
規
録
」
一
、
大
正
二
年
、
第
二
六
号
文
書
（
識
別
番
号
六
九
四

―
一
）。

　
（
42
）　

大
臣
官
房
文
書
課
「
公
文
書
類
引
継
書
類
綴
⑴
・
⑵
」（
識
別
番
号
六
〇
一
八
六
・
六
〇

一
八
七
）
に
は
、
大
臣
官
房
の
公
文
書
類
が
文
書
課
か
ら
図
書
寮
へ
引
き
継
が
れ
た
際
の
事

務
書
類
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
（
43
）　

大
臣
官
房
文
書
課
「
例
規
録
」
大
正
七
年
、
第
二
九
・
三
二
号
文
書
（
識
別
番
号
六
九
七
）

な
ど
。

　
（
44
）　

調
査
課
「
訓
令
録
」
大
正
十
～
十
一
年
、
大
正
十
一
年
第
一
一
号
文
書
。

　
（
45
）　

調
査
課
「
訓
令
録
」
大
正
十
二
年
、
第
一
四
号
文
書
（
識
別
番
号
一
一
八
八
）。

　
（
46
）　

大
臣
官
房
文
書
課
「
例
規
録
」
大
正
十
二
年
、
第
四
六
号
文
書
（
識
別
番
号
七
〇
一
）。

　
（
47
）　

調
査
課
「
訓
令
録
」
大
正
十
四
年
、
第
四
号
文
書
（
識
別
番
号
一
一
九
〇
）。

　
（
48
）　

調
査
課
「
訓
令
録
」
昭
和
五
年
、
第
三
号
文
書
（
識
別
番
号
六
五
六
〇
）。

　
（
49
）　

宮
内
大
臣
官
房
秘
書
課
『
宮
内
省
職
員
録
』 

昭
和
六
年
七
月
一
日
現
在 

（
宮
内
省
、
一
九

三
一
年
）。

　
（
50
）　

調
査
課
「
訓
令
録
」
昭
和
五
年
、
第
四
号
文
書
。

　
（
51
）　

調
査
課
「
訓
令
録
」
昭
和
六
～
七
年
、
昭
和
六
年
第
二
号
文
書
（
識
別
番
号
六
五
七
三
）。

　
（
52
）　

調
査
課
「
訓
令
録
」
昭
和
十
一
年
、
第
四
号
文
書
（
識
別
番
号
七
四
五
五
）。

　
（
53
）　
『
官
報
』
昭
和
十
六
年
四
月
一
日
。

　
（
54
）　

調
査
課
「
訓
令
録
」
昭
和
十
六
年
、
第
三
号
文
書
（
識
別
番
号
八
一
六
八
）。

　
（
55
）　

調
査
課
「
訓
令
録
」
昭
和
二
十
年
、
第
二
五
号
文
書
（
識
別
番
号
八
二
八
四
―
四
）。

　
（
56
）　

調
査
課
「
訓
令
録
」
昭
和
二
十
年
、
第
三
一
号
文
書
。

　
（
57
）　

調
査
課
「
訓
令
録
」
昭
和
二
十
一
年
、
第
七
号
文
書
（
識
別
番
号
八
二
八
五
）。

　
（
58
）　

調
査
課
「
訓
令
録
」
昭
和
二
十
一
年
、
第
一
四
号
文
書
。

　
（
59
）　
『
官
報
』
昭
和
二
十
二
年
五
月
二
日
。

 

（
図
書
課
宮
内
公
文
書
館
公
文
書
調
査
室
）



年
明治19  2.5　内事課
明治20
明治21
明治22 7.23　調査課
明治23
明治24
明治25
明治26
明治27
明治28
明治29
明治30
明治31
明治32
明治33
明治34
明治35
明治36
明治37
明治38
明治39
明治40 11.1　大臣官房総務課 11.1　大臣官房調査課 11.1　大臣官房秘書課 11.1　大臣官房文書課
明治41
明治42
明治43
明治44
明治45
大正元
大正２
大正３ 7.20　廃止（総務課へ）
大正４
大正５
大正６
大正７
大正８
大正９
大正10 10.7　大臣官房庶務課 10.7　廃止（参事官へ） 10.7　大臣官房秘書課 10.7　大臣官房文書課 10.7　大臣官房用度課
大正11
大正12 12.26　大臣官房に弘報事務係設置
大正13
大正14
大正15
昭和元
昭和２
昭和３
昭和４
昭和５  3.4　大臣官房総務課 3.4　廃止（秘書課へ） 3.4　廃止（内蔵寮用度課へ） 3.4　大臣官房大膳課
昭和６
昭和７
昭和８
昭和９
昭和10
昭和11 11.20　廃止（大膳寮へ）
昭和12
昭和13
昭和14
昭和15
昭和16 4.1　総務局（総務課廃止） 庶務課 幸啓課 宣旨課 4.1　大臣官房審議室 4.1　大臣官房庶務課（秘書課廃止） 4.1　大臣官房人事課
昭和17
昭和18
昭和19
昭和20 10.5　廃止 10.5　大臣官房総務課 10.5　大臣官房調査課 10.5　大臣官房文書課

昭和21
4.1　大臣官房大膳課

昭和22

※大臣官房総務課「例規録」、大臣官房文書課「例規録」、調査課「訓令録」、調査課「省令録」、『官報』、『宮内省省報』、『法令全書』ほかから作成。

5.2 宮内省官制廃止

宮内大臣官房関係組織変遷表
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